
　　　　　　　　　　

　

　ないという強い信念で現場を進め、無事故、無災害で新しい

　年をお迎えください。新しい年が皆様にとって、より良い年　

　でありますよう祈念し年末のご挨拶とさせていただきます。　

  の与党過半数割れ等、いろいろな出来事がありました。

　た。会社の歴史とは、完成工事高や利益、称賛された工事と

　「奇跡の脱出」と称賛され、日本航空のマニュアルに沿った

　気象条件も厳しくなる中、現場の第一

線で活躍されている職員と興伸工業の皆

　　　　　　　　　2024年12月　　常務取締役　　木村　正義

　協力会社と力を結集し、安全を第一に進め、地域や発注者か

　らの期待に応えるべく創意工夫しています。協力会社の皆様、

　職員の皆様のご協力をお願いします。

　　当社では現在のところ、休業災害、不休災害は発生してお

　始労働災害防止強調期間が実施されています。

　　このほかにも政治資金問題、「紅 」サプリの健康被害、

　　　　　　　　　　　師走の忙しい季節となりましたが今年

　　　　　　　　　　も残すところ、あと少しとなりました。

　えるという甚大な災害が発生しました。翌日の１月２日には、

　日本航空の旅客機と海上保安庁機が羽田空港で衝突、炎上す

　  当社では、創業90年、創立70年の節目を祝い、今年６月に

　盛大に記念式典を行い百年へ向けての第一歩を踏み出しまし

した石川県能登半島を震源とする震度７

の地震と津波が発生し、死者 400人を超

　労働災害の発生が想定されます。絶対に怪我をしない、させ

　品質・環境・安全の全てにおいて難易度が高い現場ですが、

　きく変わろうとしています。資機材、外注、燃料、運搬、食

　りませんが、これからの時期は通勤災害も含め、冬季特有の

　円安が34年ぶりの 160円台、自動車メーカーの不正申請、20

  年ぶりの新紙幣発行、大谷翔平選手の50－50達成、衆院選で

　　今回の年末年始は、慢性的な技能労働者不足などの影響も

　◎墜落・転落災害の防止　

　◎倒壊・崩壊災害の防止

　

　◎経営トップ等による現場点検の実施

　◎交通労働災害の防止

　◎建設機械・クレーン等災害の防止

　◎公衆災害の防止

　◎積雪・雪崩災害の防止

　　化学物質取扱い作業のリスクアセスメントの実施、他。

　にご苦労をおかけしております。

　間で全産業では３人が亡くなり、建設業では死亡災害は発生　

　事４か所が年明けも稼働します。特に文教通り改良工事は、

　◎化学物質に関する健康障害の防止

　　また、働き方改革関連法で建設業ばかりでなく全産業が大

　　函館労働基準監督署管内、渡島・檜山地域の11月末速報値

　土木工事１人、建築工事１人、電気工事１人、製造業１人、

　の日」の趣旨を伝え、建設業　　　　　　　　　　　　　　

　の役割等を問いかけています。　　　　　　　　　　

  11月末に比べ79人減少しています。一方、死亡労働災害は、

　

　

　あり、労働災害の発生リスクの高まりが懸念されます。
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　しませんでした。今年は死亡労働災害が非常に多いという残

　　４Ｓ活動等の徹底。作業通路の凍結及び段差の解消、他。

　◎不安全行動による災害の防止

　◎作業所閉所中の対策

　　「無事故の歳末　明るい正月」をスローガンに建設業年末年

　◎健康確保対策の推進

　◎メンタルヘルス対策の推進
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　　年度末の竣工に向けて、土木工事６か所、ノンフレーム工

　るという事故が発生し、海保機は前日の能登半島地震の被災

事故が発生しています。１月１日に発生

　対策の徹底、他。　教育や訓練が紹介されていたのが印象に残っています。　

　地へ支援物資を運搬するため待機中で５名の方が亡くなって

　います。日航機の乗客乗員 379名が全員脱出し、国内外から

　　「危険予知活動」「ヒヤリハット運動」等の積極的な実施。

　史を綴れるよう全員で精進していきましょう。

　　作業範囲内の立入禁止措置。挟まれ・巻き込まれ災害防止　

　◎火災・爆発等災害の防止

　◎転倒災害の防止

　「近道・省略行為」等ルール違反行為の禁止、他。

　い時季を迎えました。引き続き、ルールや作業手順を遵守し

　労働災害防止に取り組んでまいりましょう。

　◎職業性疾病の防止

　農業１人、林業１人の６人が亡くなっています。昨年は１年　

　における全産業の休業４日以上の労働災害は 633人で、昨年

　念な状況です。降雪や凍結等が要因の労働災害が発生しやす

　　　　　　　　　　　　　　　 

　　当社は11月18日の「土木の日」に毎年、作業所を訪ね「土木

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

さんには、心より感謝申し上げます。

　今年国内では新年早々に大きな災害と

　技術者、反省すべき労働災害、社会貢献やボランティア等こ

　れらの全てが歴史となります。次の式典へ向けて素晴しい歴

　品、サービス料金等、全てのものが高騰し、ほとんどの産業

　で人手不足となっており、現場運営で職員の皆さんには本当


